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概　　　要
　本研究では、ニュース情報の配信管理フォーマットである ������を利用し、イベント情報の受信・発信・管理のた

めの ���フォーマットを規定する。������は、テキストデータはもとより、画像、動画、音声といったさまざまな

素材を管理することができ、新聞紙面はもとより、���、携帯端末、組版などの各種メディアへ配信する機能を有する。

これらの ������の機能を活用した以下のシステムを試作した。１）������化したイベント情報の入出力をおこな

うエディタ、	
イベント情報の携帯端末への出力システム、�
地図情報とリンクしたイベント情報発信システム。これ

らのシステム構築を通じてイベント情報の共通化・受発信の新たな仕組みの可能性を検討する。　　　　　　　　　　
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� はじめに

観光・祭り・展覧会など様々なイベント情報が、新

聞社や行政などの#��ページや紙媒体を通じて広く

公開されている。しかし、そのデータフォーマット

は統一化されておらず、同一のイベント情報が様々

な形式で配信・管理されている。また、これらの情

報の流通過程はほとんど電子化されていない。本来、

イベント情報に限らず、情報は容易に再利用可能な

形で提供されるべきである。

ある地方自治体でのイベント情報の作成から、新

聞社への情報提供までの作業を調査した。

�
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行政各部署はイベント開催者からの情報提供や取

材により情報を集める。次に、担当部局にてワープロ

入力し印刷する。次に、印刷した紙を広報担当部署へ

渡す。広報部署では、原稿をもとに広報誌用組版デー

タを作成する。また別途、#��ページ用)���、そ

してプレスリリースを作成する。

新聞社はこのプレスリリースを *�+ などで受け

取る。そして、プレスリリースからのデータ投入が

おこなわれ、その後、紙面用データ作成、#��ペー

ジ用データ作成などが必要になる。このように人的

作業やデータの再入力が非常に多い。

現時点でも、イベント情報を収集し、ホームペー

ジ等で公開するシステムはすでに各地で部分的には

開発が行なわれている。しかし、以下のコンセプト

に基づいていることが多い。

�� 　サーバを設置して、情報発生元（例えば、自

治体）から遠隔地より#��ブラウザ経由で入力

してもらう

�� 　種々の組織から入力された情報を、ホームペー

ジに公開する

このようなアプローチは、幾つかの問題がある。

最大の問題は、ワンストップサービスになっていな

いところである。例えば、自治体が、ある新聞社の

公開するこの種のシステムにイベント情報を入力し

たとする。この情報は確かに、当該システムにより

新聞社のホームページに掲載することは可能である。

しかし、他の新聞社・放送局は、この情報をどう

やって利用すればよいのであろうか。何度もホーム

ページを見て、必要であれば、紙で打ち出して、再

度、パソコン投入するか、しかない。また、同類のシ

ステムがいくつもの新聞社から公開されていた場合、

自治体は同じ作業を繰り返さなければならない。こ

れでは、前述の自治体の中の情報流通と同様に、大

きな無駄を生むのみである。

本研究では、社会全体でのイベント情報のワンス

トップサービス ,図 �$を実現するために、�$イベン

ト情報のデータ形式の標準化、�$イベント情報の入

�
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出力・蓄積が容易にできるツールの提供、�$実際の

活用事例の試作、を行い、イベント情報公開・流通

システムの構築を目指す。

� ������

本研究では、イベント情報の管理・配信フォーマッ

トへ「������」を適用する。まず、������につ

いて説明する。

������は、+��,%�������� �	�'�� �	���	��

$をベースにしたニュース管理標準フォーマットであ

る。テキスト、画像、動画、音声といったさまざまな

ニュース素材を管理し、新聞紙面はもとより、#��、

携帯端末、テレビ、データ放送などの各メディアへ

配信する機能を有する。

例えば、あるニュースについて「いつ」「どこで」

「どのようなことが起こったのか」を決められたフォー

マットにしたがって管理できる。さらに、ニュース

記事の中に日本語、英語など異なる言語の文章を混

在させたり、動画コンテンツや音声データを使用し

たマルチメディアニュースの作成、配信を可能にす

る。このようなニュース構造の共通化や扱うデータ

フォーマットの多様化という機能だけなく、ある事

象がどのように変化していったかというニュースの

履歴管理や、新聞社や執筆者など情報の提供元に対

する著作権管理機能なども組み込まれている。

ニュース配信元はデータ形式を������にしてお

くことで、新聞やテレビ、-.�や携帯電話といった

配信先の利用形態を意識することなく ������ と

いう共通フォーマットで効率よく情報を配信できる。

一方、情報の受け側は、文章、画像、動画といった各

種データフォーマットの中から必要な情報のみを使

用することが可能になる ,図 �$。������では、わ

が国だけでなく、世界的にニュースフォーマットの

構造を標準化することを目的としており、その普及

と発展を目指し様々な組織が������の採用を進め

ている。������の普及により、データフォーマッ

ト差異や言語の壁を気にすることなく、ニュース情

報の共有化や蓄積に関して新たな発展が期待されて

いる。

� イベント情報の������化

同志社大学と毎日新聞社は、�//�年 �月、イベン

ト情報を+��化し、ひとつのイベントデータを新聞

紙面と#��ページへ提供するシステムを共同開発し

た。このシステムでは、イベントデータは+��化さ

れているが、������化されていない。今回、本シ

ステムを元にイベント情報の������化を行った。

��� 毎日新聞社版イベント���の再構成

まず、既存の、毎日新聞社で使用していた+��化

したイベントデータを再構成した。+��インスタン

スは独自に規定していたために、������化するた

めに再度、全てのタグ構成を見直した。図 �は、既

存 +��を ������化するための検討図である。

図 �( 毎日新聞社イベントシステムの +�� を

������へ再構成

��� ��	
��化の流れ

次に、������との統合化をおこなった。������

はその構造、使用するタグが詳細に決められてい

る。例えば、表示用に用意されている記事の作成者

�
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メタデータ 意味 ������ 上の格納場所　　　　　
出稿先 イベント情報の送信

先
��������	
�������


出稿元 イベント情報の単に
送信する元

��������	
��������
�

出稿面 新聞紙の何面に載る
かを示す

�����
��
�������������

出稿日 新聞紙面に載る日 �����
��
�����������������������
�����
��
�������������

仮見出し � ファイル名の一部 �����
��
���������������������������
���	�����

仮見出し � イベント種別 ���������������������������
��
�����
��
�������������

出稿者 記者名 �����
��
���������������� ����

!� ファイル名 ����!��������!�����"��������!���!�

表 �( メタデータの ������での格納場所

の記述は、0����&��������1��������12����0

という位置に格納される。また、ユーザが独自に拡

張できる部分もある。

������ 化にあたり、イベントデータの構造を、

�$イベント管理情報、�$イベント詳細情報、に分類

した。イベント情報には、イベントの名称や開催場

所といった「イベント詳細情報」の他に、いつ誰が

そのイベント記事を書いたのか、といった「イベン

ト管理情報」がある。

そこで、「管理情報である記事作成者は ������

の 2����を使う」「イベント詳細は������の0記

事0本文中に入れる」といったルールを規定しなが

ら、作業を進めていった。次項以降にその詳細を述

べる。

��� イベント管理情報の��	
��化

イベント管理情報として扱うメタデータを、要素

名、その意味、������での格納場所を表にしたも

のが表 �である。

注意点として、以下の４つある。

�� 出稿日は、新聞紙に載る日として『組日』と呼

ばれる用語があるため、より意味が分かるよう

に変更

�� 「イベント種別」「組日」は２つの格納場所が

ある

�� 「イベント種別」「出稿者」「組日」は������

上にない管理情報を追加して管理

�� 「組日」は具体的に新聞紙面に載る日が分か

る 3333��..表記を用いて���	�	�	中で

管理し、「何日組何刊」などのテキスト表記を

�������中に管理

次に、上記の仕様が決まっただけでは、 ������

の管理は完全には成立しないことを示すため、*��4

�	��	��属性について説明する。

*���	��	��属性は ������ を読むポイントで

ある。なぜなら、������のほとんど全ての要素に

存在するからである。例えば、出稿先を例に挙げる

と、＜ -	��� *���	��	��50京都支局01＞と記述す

るが、これは次のように読む。

『-	���の値はコントロールド・ボキャブラリ�の

京都支局である。京都支局の値は ���
6��ファイル

に記述されている』

���
6��は、送信者・受信者間で管理したい値を

定義する。また、���
6��で定義したボキャブラリ

の位置を &	�	���で指定する。よって、新しく定義

する *���	��	��属性の全ての値に対して，既存の

���
6��ファイルを拡張し、参照先である &	�	���

を記述しなければならないことが分かる。具体的に

は、以下の３つがあげられる。

�� 出稿先、出稿元のために、「-	���」の���
6��

ファイルを拡張

�� 組日のために「�����������」の ���
6��フ

ァイルを拡張

�� イベント種別、出稿面、組日のために、「���	4

�	�	����」「-�������」の���
6��ファイルを

拡張

また，上記の他にも専用の���
6��ファイルを作

らなければならない箇所がある。それは、���	�	�	

中の，0ハイキング0、0二京都面00�//�/��70などイ

ベント種別、出稿面、組日３つに対する各々の8	���

属性である。

次に、イベントの名称や開催場所などのイベント

詳細情報を������化した。

��� イベント詳細情報の��	
��化

イ ベ ン ト 情 報 本 体 は 、����&����4

����1&������!���1.	�	&������ 中に全て一括

して格納できるため分かり易い。.	�	&������は通

�������上の ���	
��
	�属性に記述する値は、任意の文
字列は許されない。送信者，受信者間でデータ交換する場合、決
められた値しか入れられない。このように値そのものが、コント
ロールドされたボキャブラリであるという意味で、「コントロー
ルド・ボキャブラリ」と呼ばれる

�

研究会Temp 
－64－



図 �( �����化したイベント情報（概略）

7
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図 7( イベントエディタと地図情報リンク・携帯電話への表示システム全体概要図

常、新聞記事でいうと記事そのもの（本文）が格納

される場所である。

.	�	&������ 内に、イベント名、開催日、場所、

連絡先などの詳細イベントデータを定義した。ここ

で使用しているタグの要素名、構造は、%��!�3宣

言で定義している。

管理情報、イベント詳細全てを������化した結

果が、図 �である�。フォーマットの概略を図式した。

	 イベントエディタの構築

イベント情報の������化により、イベント情報

を管理する共通フォーマットが規定できた。次に、実

際に������化したイベント情報を入出力するツー

ルの構築をおこなった。

自治体を含む多くの組織は、つぎつぎとソフトウ

エアを購入できるほど裕福ではない。システム開発

費が高価であれば、たとえ、優れた +��仕様を定

めても使用されない。そこで、イベント情報を+��

形式で打ち込むためのツール、エディタを開発し、こ

れをオープンソースとして、広く無料公開する予定

である。

イベントエディタとは、###ブラウザ上からイ

ベントデータを入出力できるエディタである。ユー

ザは、フォーム画面から、イベント名、開催日、開
�イベント情報の共通フォーマット化の世界的な状況としては、

現在、����������
����
� ���� ������		����
����� �����
��� �国際新聞電気通信評議会� にて「��������」としてフォー
マットの規定作業が進行している。ただ、現段階での ��������
のフォーマットを見ると、例えば連続開催の日付処理や、何月何日
まで開催しているがある特定の曜日のみ休み、後援者や共催、と
いったいった詳細規定がまだ確定していない。今後、��������
との統合や我々が規定したフォーマットの提案なども視野にいれ
研究を進める

催場所などを記入し、登録すれば自動的に������

化されたイベントデータが出力される ,図 7）。

先の例のように、������は非常に複雑な構造を

しており、一般利用者がこのようなデータを手作業

で記述することは困難である。また、いくつもの組織

が同じようなシステムを構築することは無駄である。

そこで、イベントエディタを、誰もが容易に������

形式でのイベントデータを作成可能にするツールと

して提供する。

エディタは、インターフェース部分を )���

と 9	�	6
��� で実装した。サーバ側でのファイ

ル出力処理や、データの生成、修正には 2	�4

6����� と +,�+������ !�:(以下 +$ を使用して

いる。2	�������、+ とは、オープンソースコミ

ュニティの「横浜ベイキット」が公開している、

+�� アプリケーションサーバと開発言語である。

��	
��;���
	�;9	�	;.<�といった環境よりも

容易に+��アプリケーションの構築が可能である。

��� イベントエディタによるデータ入出力

ユーザは、まずイベントの管理情報を入力する。

プロトタイプでは管理情報を「ヘッダ情報」として

いる。出稿者（記事作成者）、イベント種別、データ

の送付先などを入力する。「出稿面」「組日」とは、新

聞紙面向けの管理情報である。ステータスは、「デー

タは入力したが公開は待機する」「即時に公開する」

といったイベント情報の公開・非公開管理情報であ

る ,図 =）。

次に、イベント詳細情報を入力する。イベントの

タイトル、開催日、会場名、会場住所、連絡先、内

=
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図 =( イベントエディタ：管理情報入力画面

容、有料1無料などの情報を入力する。開催日付は

カレンダー形式で表示され、開催日をチェックする。

通常は �か月分表示されており、展覧会など年間を

通じて開催されるイベントの日付は、「年間カレン

ダー」をクリックすると �年分カレンダーが表示さ

れる ,図 >）。

すべての情報を入力し、確認画面を経由しデータ

を登録する。登録されたイベント情報はトップ画面

左に一覧として表示される。

図 >( イベントエディタ：イベント詳細情報入力画面

出力された ������ 形式のイベントデータは、

ユーザの要望に応じて、#��用)���や組版用デー

タなどへコンバートすることができる。また、ある

組織で作成したイベントデータを直接他の組織へ転

送できる。������として共通化されているために、

情報の受け取り側では、必要な箇所の情報を取り出

すだけで情報の再利用が行える。


 携帯端末への配信と地図情報と
のリンク

������化の効果を検証するために、２つのシス

テムを試作した ,図 7右側$。一つ目は、イベント情報

の携帯端末への配信である。現在でも、インターネッ

ト接続機能を有する携帯電話向けのイベント情報は、

各所から配信されている。ただ、その多くは、携帯

端末用に、もとあるイベントデータとは別のデータ

を手作業または自動で生成している。

������化することで、ひとつのデータをスタイ

ルシートで表示形式のみ変更すれば、-&用、携帯電

話用、組版用へ出力といったワンソース・マルチユー

ス ,<�� 6���
� ���� ?��$ が可能である。例えば、

ある行政機関が作成したイベント情報を、自動的に

ある新聞社の携帯電話サイトへ公開する、といった

ことが実現可能である。

今回試作した携帯電話への配信は、イベント一覧

や本日行われるイベント別に表示したり、日付やジャ

ンルでイベントを検索する機能を持つ。また、メー

ルアドレスを登録すれば、イベント情報がメールで

プッシュされ、ユーザの利便性を高める ,図 @）。

二つ目が、地図情報とのリンクである。開催場所

を地図情報として視覚的に表示することで、直感的

に位置を認識できる。また、周辺で開催されている

他のイベントとの位置関係も把握しやすい。位置情

報の登録には、�$イベント情報をマッピングする全

範囲を表す広域地図を用意、�$広域地図を適当に分

割し，各矩形領域に値する狭域地図を用意、�$分割

された地図に識別番号を振る、�$登録する会場・施

設を含む地図を選択，地図上の座標を得る、7$デー

タベースに地図番号，+ 座標，3 座標を登録する、

という手順でおこなっている ,図 A$,図 �/$。

尚、今回構築したエディタ・携帯端末への出力・地

図情報リンクはプロトタイプであり、本稿執筆時点

ではすべてが稼動しているものではない。

� まとめ

本研究では、ニュース情報の配信管理フォーマット

である������を利用し、イベント情報受発信・管

理の共通フォーマットを規定した。さらに、������

化したイベント情報を入出力するエディタを構築し

た。また、活用事例としてイベント情報の携帯端末
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図 @( イベント情報の携帯電話への表示（画面フロー図）

図 A( 座標の指定方法

図 �/( マッピングされたイベント情報

への出力、地図情報とのリンクをおこなうシステム

を試作した。

������は画像や動画、音声を管理する仕組みを

有することから、将来的には、例えば、イベント開

催地の画像や動画をリンクさせることも可能であろ

う。また、一般の市民からパソコンや携帯電話経由

で情報を受け、直接、新聞や市の広報誌へ掲載する

といった、情報の入力から出力までの流れを変える

可能性が考えられる。

今後、京都地区で自治体・新聞社との実証実験を

予定している。京都は日本の中でも上位に入る文化・

観光都市としての特徴を持つ。各種の祭り、神社仏

閣の一般公開等、京都在住者にとって価値があるだ

けではなく、京都を訪れるであろう旅行者にも参考

になるイベント情報が非常に多い。そこでの実験を

通じてシステム導入の効果を検証したい。
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